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自 己 紹 介
経 歴
学歴
1969.   3. 徳島大学工業短期大学部応用化学科卒業
学位
1982. 10 工学博士 (大阪府立大学)

職歴
1966.   4. 徳島大学工学部 技能員
1988. 10. 徳島大学工学部 助手 （生物工学科）

1991. 10. 徳島大学地域共同研究センター 助教授
1999. 11. 徳島大学地域共同研究センター リエゾンオフィス室長
2003. 10. 徳島大学知的財産本部設置 副本部長
2004. 4. 徳島大学 利益相反管理体制構築 利益相反アドバイザー
2007. 4.    徳島大学イノベーション人材育成センター設置 センター長（兼）
2007. 6.  産学連携学会 会長就任 （2009.6.30まで)

2010. 4.   徳島大学産学官連携推進部 副部長 安全保障貿易管理体制構築
2012. 9. 徳島大学 退職

2013. 4. 日本専門家活動協会：
大学等研究成果活用推進支援プラットフォーム設立

四国内大学 TLO設立（四国TLO取締役）
内閣府 産学官連携功労者表彰選考委員
経済産業省 創造的産学連携事業実施事業者選定評価委員会委員 など
総務省 四国総合通信局 「戦略的通信研究開発推進制度」 地域評価委員
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研究Web情報
大学等450校以上、21万件研究情報
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産学官連携政策：大学の社会貢献（地方の活性化）
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法人格の取得
研究成果の利用促進
TLOへの出資
非公務員型職員

特許費用の確保
と知財本部の充実等

知的財産立国実現
大学等体制整備
推進計画の策定

科学技術の戦略的重点化
産学官連携による科学技術システム改革
大学等の研究成果の機関帰属化
5年間で24兆円の投資、競争的資金倍増

TLOの国有施設の
無償使用

国の委託研究成果を実施機
関へ移転
（日本版バイドール）

承認TLO制度の創設

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
25

大学の役割として社会貢
献を明文化
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H1 地域共同研究センター設置 H24 リサーチ・アドミニストレーター（URA）

H26 まち・ひと・しごと創生法（地方創生）



３０年間の産学官連携活動で思うこと
地域活動の基盤・知の蓄積が成されてきたか

１）地域内外との真の連携・地域の拠点

２）「自前でも」という強い思い

３）情報集積、解析、評価など活動の基礎固め

４）小地域を基本とした地域全体像の可視化、見える化



地方創生への提言

地域資産の可視化とその活用マネジメント

地域資産の総出演型ネットワーク構築

地域資産創出への外部知の導入

地域・人の価値観の尊重・醸成・許用

（地域力の向上）

地域資産とは：地域を構成するすべての有形・無形の資源（知
的人材、物的資源、伝統・文化的資源、地理的資源、情報資源
など）：良いことも、悪いことも地域の資源



発掘
育成 蓄積

流通

地 方 創 生
価値化・プロフィットサイクルへの
誇りと思いの尊重・醸成・許用

創出

地域資産の価値化サイクル

地域活性化サイクル
（プロフィットサイクル）

地域資産の価値化・人の価値観の許用
（地域活性化） （地方創生）

豊かで幸せな暮らし

自律的・持続的
地域の創成

地域・個人の価値観の尊重・許用
豊かな人生観の醸成



基本資産

連携組織

教育

行政機関・自治体・地
域教育機関・銀行・企

業等

政策

地域中
核組織

国・自治体・大
学の政策・取
組方針など

生活技術
教育（IT教育）

場（知的
創出）

価値創造教育

実証・活動・研究開発・
教育など施設等

人材

地域財産

知的人材
地域中核人材
(お世話役）

地域出身者 など

基本資産のネットワークの最適化と人の思
いが地域活性化・地方創生の鍵を握る

大学・自治体・
企業・銀行等

繋がり・伝承
サイクル

自家資産・伝
統・知恵

知的人材、知的財産、
歴史・文化・伝統、地

域物産など

地域特性

交流・繋がり

価値化・プロフィットサイクル構築に
必要な基本資産

基本資産の総出演型ネットワークの構築こそが地域活性化・地方創生への道



基本資産

基本資産情報
集積・発信拠点

地域資産の総出演型ネットワーク構築体制

小地域ごとにおける基盤要素の情報集積
地域資産活用のお手伝い

地域資産・教育マ
ネジメント拠点

統括マネジメント組織
（お世話役：お接待役）

価値化・プロフィットサイクル活性化支援
地域内・地域外基本資産のネットワーク化と

地域・住民の価値観（考え方）の尊重・醸成・許用

地域の可視化 地域力の見える化



地域内外

人

地域基盤情報
（基本資産）

総括マネジメント組織の活動
知の導入の推進支援

地域力の向上

マネジメント人材
地域人材

地域中核組織

マネジメント
プラットフォーム

（総括マネジメント組織）

・情報発信
・資産活用募集
・地域課題発信
・事業提案募集

・相談（移住、事業参入など）
・観光資源調査
・課題対応提案
・事業化提案

地域・住民の魅力発信
地域・住民の価値創造教育

人と人を結ぶIT教育



１）お世話役：人及びその活動の交通整理

２）若い世代への資産活用の魅力のアピール

３）若い知能の導入（知の保有者の導入）

４）若者が自由に参加できる地域環境の整備

５）地域・人の価値観を尊重・醸成・許用する環境の整備

統括マネジメント組織の基本的役目



ご静聴ありがとうございました。

１．地域・人の価値観（誇り、自慢、好き、思い（情熱））の
醸成・許用

２．各地域の中核人材を核とした活動構築
３．お世話組織を設置（大学？ 自治体？？？）して
１）地道に、親切に、根気強く、資産の創出・育成を進め、
２）地域資産の可視化、見える化に努め、
３）価値観を見出す人材の育成・移動を促し
４）地域・人の価値観を醸成・許用する豊かな精神を

はぐくむ地域づくりを支援すること

地域の住民が今一度、自分の足下を！
地方創生の近道かもしれない。


